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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

  平成28年7月から看護部長をさせて頂くことに事になりました内林です。 

 広報誌｢藻岩嶺｣は地域に開かれた病院作りを目指し当院の活動を皆様に広く知って頂くために、平成16年

11月に創刊し、回を重ねて今号で第40号の発刊を迎える事になりました。23号から広報委員として携わらせて頂

き、今回記念すべき第40号の表紙を書かせて頂く事になりました。 

 看護師としての経験は広報誌の創刊よりずっと長いのですが、部長としては全くの新人です。当院は昭和25 

年に開院し、今年で66年の長い歴史のある病院です。藻岩山の四季折々の表情を臨み、昨年からループ化

となり一層便利になった路面電車が身近に走る、交通の利便性と自然が調和した恵まれた療養環境下にあります。 

 私が最初に入職した頃、精神科医療は現在とは異なり長期入院治療が中心の時代でした。病院で行う定期的な行事には患者様も看護

師も一緒に参加していました。春は藻岩山にお花見に出かけたり、運動会やバス遠足、屋上で花火大会の見学、病院のグラウンドで七輪を

並べジンギスカンを楽しんだり、毎年恒例の盆踊りでは患者様や職員の仮装をお手伝いしたりと季節ごとに患者様と楽しいひと時を過ごしたこと

が今でも大切な思い出となっています。当時は多職種連携という概念も乏しく、看護師が企画・運営・司会などすべてに携わっていた記憶が

あります。現在の精神科医療は長期入院治療中心から地域で支える医療へと変わり、早期に社会復帰を目指し、地域で安心して暮らす事

が出来るよう入院時から患者様、ご家族に対して多職種で連携しそれぞれの専門的分野から支援が行われチームで協働する事が求めら

れています。 

 平松記念病院看護部は、地域の精神科病院としての役割を認識し、患者様やご家族の皆様の不安を少しでも和らげることができるよう、

より良い看護の提供を目指して看護部一同努力するとともに、看護部の理念をもとに知識・技術の習得だけではなく、患者様の尊厳を守り、

心のかよう看護が出来るよう努めていきたいと思っています。 

 以下に看護部の理念、基本方針を記させて頂きます。 

看護理念：『私たちはあたたかい心で、思いやりのある看護を実践します』 
基本方針：『患者さんのニーズを把握し、一人一人に沿った看護を提供します』 

看護部長 内林 陽子 

 

平松記念病院 広報誌 

｢藻岩嶺40号発刊に寄せて｣ 

題字：律子 

 

平成28年11月5日（土） 

講演開始時刻 14：00～15：30（予定） 

会場受付  13時30分より  

会場：「ポルト」北翔大学北方圏学術情報センター  

5階 会議室Ａ 

  お問い合わせ：011-561-0708 （平松記念病院 地域連携室） 

 15号の新⼈職員の集合写真に⾃分が載っていたり、18号で 

題字を書かせて頂いたりと⼊職当時から何かと縁のあった広報誌 

ですが、23号から誌⾯作りに関わらせて頂くように

なり40号を迎える事ができました。今後も新しい

事、興味深い事など皆さんに発信できるよう  

頑張っていきます。 （広報委員 白川） 

編集後記 

064-0801 札幌市中央区南１条西22丁目1番1号 

（地下鉄東西線西18丁目駅1番出口 徒歩7分） 

入場無料 
定員66名 先着順（直接会場へお越しください） 

  ●定員に達した場合、ご入場できない場合がございますのでご了承ください 

  ●駐車スペースはありませんのでお車でのご来場はご遠慮ください 

 韓国・釜山で開催された「第７回WBSC

女子野球ワールドカップ」で前人未到の 

５連覇を達成した侍ジャパン女子代表（マ

ドンナジャパン）の一員として当院職員の

金
こん

由起子選手が出場しました。日の丸を

背負う人物が身近にいる事は大変名誉

なことです。実は金選手、第2回ワールド

カップから6回の出場、銀メダル1回、金メ

ダルを獲得している５大会すべてに出場

しているレジェンドの一人でもあります。すごいですね･･･。  

 今大会はBSで放送されるなど、 

仕事の時とは違った金さんの姿を目

にした方も多かったかもしれません。  

今後、ますますの女子野球の発展、  

そして金さんの活躍に期待ですね。     

          （文責 山田） 

 



 ＷＲＡＰは、“ラップ”と読みます。「Wellness Recovery Action Plan」を略したもの

で、日本語では“元気回復行動プラン”（以下、ＷＲＡＰ）と言います。今後、ＷＲＡＰファ

シリテーターとして活動していくにあたり、ＷＲＡＰがどのようなものかを簡単にお伝え  

します。 

 ＷＲＡＰは、精神疾患をもった当事者によって開発されたもので、当事者によって世界中に

広められてきたものです。「毎日を元気に生きるために、自分の元気に役立つ道具の使い方

（方法）を学んでいく、自分の取り扱い技法」で、「自分の取り扱い説明書」と言ったりもし

ます。 

 わたしが、ＷＲＡＰと初めて出会ったのは、約２年前。はじめは、「元気回復行動プラン」

という名称に“胡散臭い”と感じました。ですが、気になって調べてみると、全国各地の病院

や事業所で、ＷＲＡＰを取り組んでいることがわかりました。企業や学校など、一般の社会に

も広がりつつあります。“よくわからないけど、良いものらしい”と感じ、事業所に問い合わせて飛び込み参加

をさせてもらったのが、わたしのＷＲＡＰのはじまりです。 

飲食ＯＫ、床に肘をついて寝転びながら参加してＯＫ、眠くなったら寝てもＯＫなど、自由でありながら、 

お互いを尊重し合って、“ここに居る”。そして、元気に大切なことについて、それぞれが自分のタイミングで

“思いを言葉にする”。 

ＷＲＡＰは、話し合いの場ではありません。否定や批判は無く、誰かが誰かに意見することもしません。  

ですが、お互いに作用し合って、キラキラとした感覚－“希望や、元気の種”－が生まれるのを感じました。 

そして、わたし自身が癒され、元気になるのを感じ、ＷＲＡＰに惹きこまれていきました。 

 身体と心の元気、両方そろって“健康”といえるのではないでしょうか。“らしさ”と“元気”を取り戻す方

法の一つがＷＲＡＰです。ＷＲＡＰは、障害の有無は関係ありません。誰でも、簡単にできるものです。   

そして、元気に役立つだけではなく、人間関係の風通しを良くすることにも役立ちます。 

 あなたは今、元気ですか？まわりの人たちは、元気でしょうか。“らしさ”と“元気”について、いま一度 

考えてみませんか？ 

ＷＲＡＰに関するお問い合わせや、「もっと知りたい」という要望などございましたら、お気軽にご連絡くだ

さい。 

看護部長室 主任 

 小林 こずえ 

夏祭り開催しました!! 

～学会発表のご報告～   

 8月3日、当院の恒例の「夏祭り」が開催されました。 

 事前の天気予報は雨傘マークで、運営スタッフらは不安を抱きながら準備に追われましたが、
頑張りが実ったのか夏祭り当日は晴天晴となり予定通り開催することができました。 

 今年一番の見どころは「ヨサコイソーラン藍」の演舞です。青と黄色の衣装が眩く
まばゆく

、躍動感あ
ふれる踊りとさわやかな笑顔は、観ている私たちにも周りの暑さも吹き飛ぶくらい素敵なエネ
ルギーを感じることが出来ました。 

 くじびき、アイス、メンチカツなどの出店も大好評で猛暑の中ではありましたが、患者さん、
ご家族の方、地域の方、保育園の子供たちがそれぞれ楽しんでいただき、そして運営スタッフの
尽力により無事に終えることができました!!（文責 島津） 

  

  

 国立京都国際会館において開催された第26回日本医療薬学会年会に参加し

ました。当日は全国から多くの薬剤師が集り、講演を聴いたり発表したりと会場は 

活気に溢れていました。 

 私は、「精神科多職種チーム医療における薬剤師の 

現状と課題」というテーマでポスター発表しました。道内 

17施設45名の薬剤師からのアンケート結果では、多職種連携の必要性を認めながらも、  

「マンパワー不足」「時間が無い」などの理由で実践できていない現状が示されました。今後

はこれらの問題点をどのように解決し連携をしていくかを、多施設グループワークなどにより 

検討していく予定です。 

 当院における多職種チーム医療の一員として、薬剤師が多くに関わるには問題点は有り 

ますが、より良いものとなるよう研鑽していきたいとおもいます。  

               薬剤師 森 亨 


